
家畜用かぶの省力栽培忙関する試験  
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1． 目  的   

家畜用かぶの種子を増量して、全面椿摩し、間引を行なわたい秩培法を研究する0∫  

2．方  法   

増量材：・‥・1．5吼点締を通した乾燥オガクズ   

イ．機械蒔にエる方法（ファーガノン、シードドリル）  

供試l完確 下竃智かぶ  
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癖月日 4，2．9．1   

憐試品種 ■t‾結かぷ、紫かぶ  

1寧面横1．／2 a単区（8区）  

播i秤量 仁a当 4g、5g、2g、1gの4種類  

播種方法 オガクズ1必に所定の種子を混合したも？を1a分と」手蒔によ夕潮播する。  

施‡肥1Oa当臆肥1，500k、化成（15、15、／12）40k   

試験結果   

（1）紹確量別単位面横当り個体数の推移  
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1m2当個体数の変化  

廟  
計算上の1J⊃2  

当落下稚子  
播増后5日   1ケ月后   2 ケ月后   

卜   る d粒   15 本   15 本   14 本   

B   120   5 5   10   8   d．．   

C   5〔）   2 7   4   2   2   

⊃   42   2 5   4   5   5   

！E  12 0   d d   10   9   9   

区  ＝〕a瑠  計算との1m2  1Ⅲ2個体数の変化  

当落下種子  
分  應欄蓋  粒教  確掃后15日   1ケ月后   豆 ヶ月后   

下  A   48・g   ．22．0 粒   4．5 表   ∴Z，7．本．   2．1  

歴  B   5 0   1d．5   2．5   1．d   1．る  
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4．考  察・   

41年鹿波砂とかぷの種子を混合して増量し、播種械によって全面播種し、間引をしなくても  

よい密度、即ち1nf当りd～10本の適正播秤量を知るため、1D a当少1DOg、200g、5ロロg   

で試験を行在った結果、増量借家が少孜かったため播種機の目盛を小さくしたので、種子の損傷   

が多かった010a当り10D g区がすぐれ5tを生産したか、その他は密観てすぎた0   

42年慶は稚子の娘傷を少なくすると共把、播種機を使用しをいで、手蒔きを行なう場合の目印   

とすることも考慮してオガクズを使用して試験を実施した結果、次の事項が考察された。  

（1）粗植のものは頒部がよく肥大するが収量は少なh。10a当り∃番種畳100～120g区の妓   

楕密庶が適当で、地上部の枯れた1月15日紅かいて5t以上を生産した0   

色）増量材に使用したオガクズ蛛カブ種子よ♪も軽いが、種子とよく混合し分錐しをい。■また手   

樽きする場合も目標となシ（箕際は種子は遠くへ、オガタズは手前忙落下する）、入手、威汲  

・も容易である．ため檜違倍葦を播くして播種機の自盛を大きくできるため、種子の損傷が少なく   

なぃ等増泣材としては砂上少も勝っている。  

（5）1D a当少10Jgの章票子む全面将樅した易合計算⊥は55粍／㌦であろが、発芽率はシャ  

ーレーで809ら電寂のもの七も陸偶の場合法る0％位K低下し、このうち、不健全充ものヤ病   

虫害によって璃汰きれ2G～5D9占のものか定着しd～9布／／ポと走るような傾向を観賛した。   

魯）手蒔による試験は精稽機忙よる損傷が夜1ハものとし、10a当40、50、20、10gの   

忽確量でそれぞれ11㌔当り、22、1d．5」11、5．5粒の椅子が落下し、発芽率d■09；とし   

15、10、d、5本の発芽を予想したが、考察6）の結兼と同じような傾向を示し、定着株数   

が少なく粗植にすぎたため最も播確量の多い4〔g区ても2本／ぱ位で10a当り2t以下で、  

収量的には見るべきものカニをかった。しかしながらa当カオガクズ1必と所定の稼子とを混合  

したものが、手蒔きによってかなり均一にバラ措きできるとぃうことが解った。   




